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名

簿
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江
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録

出

は

月

ま

で

に

・
き
や
す
い
の
で
、
友
人
関
係
や
こ
と

ら
と
い
っ
て
し
ま
い
、
あ
と
の
管
理
を
i

・
ば
使
い
に
気
を
つ
け
る
。

•
お
こ
た
っ
て
し
さ
っ
た
の
で
は
、
と
り
~

信

;
3

子
供
の
持
ち
物
に
注
意
し
て
、
危

う
け
な
い
の
と
同
じ
で
す
。
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~
常
に
管
末
（
一
番
は
し
の
家
）
ま
で

i
[

険
な
刃
物
類
や
不
良
雑
誌
な
ど
を
持

;
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夜
間
外
出
の
際
は
、
で
き
る
だ
け

・

只

冒

麗

毒

液

が

届

い

て

い

る

か

ど

う

か

知

戸

た

さ

な

い

よ

う

注

意

す

る

。

ご
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ニ
菌
器
が
普
通
つ
か
わ
れ
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
~
．
保
護
者
や
責
任
の
あ
る
お
と
な
が
同

~
と
の
式
の
滅
菌
器
の
取
り
付
け
要
領
[
そ
の
た
め
に
は
テ
ス
ク
ー
（
消
毒
液
~

゜

~
1
i

子
供
を
規
則
正
し
く
生
活
さ
せ
る
~
判
し
て
不
良
化
防
止
等
に
つ
と
め
る
。

丘
簡
単
で
す
が
薬
液
を
入
れ
る
場
所
と
五
側
定
器
）
で
毎
日
見
て
い
た
だ
き
ま
す
．

し
て
自
然
流
下
式
の
水
道
で
は
配
水
池
i

測
定
の
し
か
た
は
簡
単
で
す
し
時
間
i

た
め
、
夏
休
み
中
の
計
画
を
た
て
さ
．

せ
ん
。
~
せ
て
、
朝
起
き
る
時
間
、
ね
る
時
間
・
夏
に
多
い
の
は
ね
び
え
、
夏
か
ぜ
、

]
ま
た
は
濾
過
池
の
調
整
池
に
、
ポ
ン
プ
；
も
か
か
り
去

一
ア
ッ
プ
式
の
水
道
で
は
井
戸
等
に
と
り
＂
ち
ょ
っ
と
し
た
日
頃
の
心
が
け
で
ぎ
＂
を
守
ら
せ
ん
。
．
日
本
脳
炎
、
食
中
毒
、
赤
痢
な
ど
が
あ

•
五
い
な
水
が
使
え
る
の
で
す
か
ら
、
今
．
宿
題
等
は
、
早
目
侭
す
ま
せ
る
よ
．
げ
ら
れ
ま
す
。
体
温
は
疾
後
は
少
し
あ

う
け
ま
す
。

：
が
る
の
で
、
食
前
に
は
か
る
よ
う
に
し

先
日
は
な
ぜ
水
道
の
滅
菌
（
消
毒
）
；
を
買
っ
て
お
ら
れ
て
も
ま
っ
た
＜
宝
の
・
い
く
つ
か
の
滅
菌
器
が
あ
る
中
で
最
~
一
度
自
分
達
の
水
道
を
見
直
し
て
い
た
．
う
指
導
す
る
。

が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
丁
も
ち
ぐ
さ
れ
で
す
。
｝
近
予
子
林
の
藤
の
原
に
取
り
つ
け
ま
し
〗
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

i
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夏
休
み
v
Cは
新
し
い
友
だ
ち
が
で
一
ま
す
。

人
以
上
で
）
水
こ
に
簡
易
滅
菌
器
を
御
照
会
し
ま
す
と
次
＂

ま
し
た
の
で
、
完
全
に
消
毒
さ
れ
て
い
~
現
在
協
同
で
（
五
十

な
い
水
道
水
の
恐
る
し
さ
が
お
わ
か
り
這
の
水
を
飲
ん
で
お
ら
れ
る
部
落
あ
る
・
固
型
式
の
略
の
が
取
り
つ
け
ら
れ
ま
し
．
百
《
バ
テ
は
痣
柄
与
へ
の
ふ
3

と

~
町
の
人

い
は
こ
の
よ
う
な
水
道
を
こ
れ
か
ら
設
こ
た
。
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つ

け
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方

法

ー

に
左
っ
た
と
思
い
ま
す
。

現
在
肱
川
町
で
は
学
校
水
道
も
含
め
心
直
さ
れ
る
人
達
の
た
め
に
、
今
月
は
、
~
一
、
型
式
塩
素
水
恒
量
適
下
式
．

そ
の
，
一
~

て
五
十
人
以
上
が
飲
ん
で
い
る
水
道
が
：
そ
れ
で
は
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う
い
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ふ
り
に
消
毒
を
す
~
一
、
価
格
一
五
、
0
0
0円
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，
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＼

十
四
ヶ
所
あ
り
こ
の
う
ち
十
一
ケ
所
が
:
る
の
か
、
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
~
一
、
給
水
人
口
約
七
十
二
名
―

滅
菌
装
置
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
お
知
二
の
か
、
こ
う
言
っ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
~
一
、
構
造
（
略
固
は
左
の
と
お
り
で
す
）
〔
〇
尿
か
ら
し
る
方
法
常
の
尿
は
、
い
く
ら
色
が
濃
く
て
も
、

・

世
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数
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尿
は
か
ら
だ
の
状
態
を
知
る
の
に
大
：
泡
は
白
い
ま
ま
で
す
。
こ
の
低
か
薬
を
~

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
巡
回
調
査
の
結
果
[
し
ま
す
o

切
な
も
の
で
す
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大
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の
一
日
の
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：
の
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だ
と
き
、
尿
に
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が
つ
く
こ
と
が
~
男

一

ス
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こ
れ
ら
せ
っ
か
く
良
い
滅
菌
装
置
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~
滅
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器
を
選
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場
合
ま
ず
給
水
人
口
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叫
〗

一
ー
丁
と
っ
て
医
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に
み
て
も
ら
う
必
要
が
あ
：
あ
り
ま
せ
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が
、
最
初
か
ら
に
こ
っ
た
~

す

。

；
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目
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ま
た
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は
汗
の
た
め
、
尿
量
は
減
る

1
糖
や
蛋
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が
出
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
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合打

谷

会
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る
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つ
う
で
す
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、
水
分
を
多
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と
テ
。
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認
悶
闘
呻
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這
疇
疇
麟
言
れ
点
滴
弁
で
調
節
さ
れ
た
消
毒
夜
が
配
・
尿
が
ビ
ー
ル
の
よ
う
に
磯
い
場
合
は
・
血
液
や
ね
ん
液
の
ま
じ
っ
て
い
る
と
き
[

が
子
環
婦
環
成
委
原
た
成
乳
軍
町
定
成
商
農
町
町
愛
成
し
妊
町
青
日
~成
池
に
入
い
る
し
く
み
匹
な
っ
て
い
ま
賣
疸
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
五
竺
国
腸
ガ
ン
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

i

日
日
＂

0
1

テ
。
五
時
は
、
尿
を
ガ
ラ
ス
ピ
ン
侭
人
れ
、
こ
い
体
湿
で
知
る
方
法
~

33~ 

i

以
上
簡
単
匹
構
造
等
を
お
知
ら
せ
し
；
よ
く
ふ
っ
て
泡
を
立
て
て
み
る
と
、
そ
[
熱
は
筏
と
ん
ど
の
病
気
の
症
状
と
し
~

・
ま
し
た
が
、
滅
菌
器
を
と
り
つ
け
た
か
9

の
泡
の
部
分
が
黄
色
侭
な
り
芍
す
。
正
．
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
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I林業だより ロニ 、、～一 乾しいたけ

肱川土場木材相場表 相場表

交
通
事
故
か
ら
子
供
か
を
守
ろ
う

ぶ
ど
う
酒
を

昭和42年8月8日市

スプレー等の

長さ 未口径 すぎ ひのき まつ そ の 他

7cm下 8 7 8 8 松バルプ材
4. Om 8,，上 6 8 7 2 1.5 m-2. 1 m 
i 1 2 II 6 2 9 9 末口 6虚上
4.2m 1 6 II 6 5 9 7 2 6円00銭
3 0 II 6 8 l O 7 

3.0 m • 7 下 5 8 ・5 8 雑パルプ材

i 
8 上 5 4 6 6 1.5m~2. 1 m 
1 3 II 8 1 1 2 2 末口 6畑上

3.2m. 1.6 II 6 8 1 0 7 _ 1 9円50銭
2.0 m 7 下 4 0 4 2 
8 上 2 5 2 5 松箱材l 1 6 II 3 7 4 5 2.1 m 

2.1 m 3 ・o II 5 0 5 6 末口 14⑳上
1.0・ m 

l 1 2上- 1 8 . 2 2 2 7円～31円
戸76五― 1 3上 8 7 1 3 5 
6m以七足場 1mにつき

本表は肱川町内の自動車土場(l)価格です。（オ当り）

故に 運賃や市場手数料など差引いたものです。

県森連椎茸共販売所に於

ける相場

1人札の月日

S 4・2.7.1 7 

2．価格

高値香信 2680円
＇』（秋子）

2.2 00円

（春子）

1.910円

2.000円

l.800円

1.4 00円

lfJ 00円

冬礎

中値香信

冬礎

安値香信

冬蕃

要

中
学
生
の
た
め
の

口

□
ご

「

N

だ

よ

り

み
ん
な
の
科
学
」

腹き ，昨
巻回
きる

ーロ医学 、 夜寝
は冷：□「一＿＿寝＿冷えを防:-_J巳

ま冷 っ病
きえ 下かはつけ にと下とみた名
だな子さら万てで夏寝う痢きるのは
とい供い‘病子ぁヵ~冷•いをにとにあ
すかは°気の供りぜとうとは熱‘り
つと夜 をもに‘のいのも二が朝ま
か心中 っととしきいをな‘高おせ
り配に けでったつまー 9三くきん
防し動 てすてがかす般‘回‘てヵ：

゜で化 思 と てが寝くるしてで備
‘器まう腹お子やは袋てとや熱ぐし
そにたの巻腹供るだにいきすをつて
ん集夕はきまはょけ入どはいうし寝
なま食まさで手うたるにおのばよか

点っ後ちえ冷足にりとし腹でいりせ
にてすがしえ‘ししか‘にすすとる
も手ぐいててこまな‘大夕°ぎなた
注足寝でいしとすいこ人オで‘りめ
意がるすれまに°ねろが）レす寝‘‘
し冷と°ばい足 まが寝をか冷こね
まえ血 大まを きっるからえれま
しざ液 丈す冷 をてとけねをがき
ょすが 夫°ゃ-着ぷきてか姦冷が
うの消 と す せ前におせこえ汗
0 ,  

し絶まとい で庭 康 き
て対すいかぶ禁でしや新注お
下にかうにど止‘カ~美鮮しい
さぶらこ少うさぶし容なたし
いど‘と量酒れど‘上ぶ°い 逹i
°う皆ででをてうふ大ど ぷ
酒さ違あ造い酒ど変う ど

ら
はん反っるまをう良を う な
造のにてとす造をい召 の Vヽ
らごなも‘°る原こし 出大
な家り酒そ こ料と上 廻、 lhl,」よ
い庭処類の とにでる｀• -る 税・ー••う
よで罰の数 はしすのァ季務
ぅはさ密量 法て°は 節署に
匹‘れ造が律家健が

····•··-···············--•:••·················.. ・・・・・・---・--・・・・・・・・・・---・--・・・・・・--・・・・・・--・--・ 
どう火か
をかのん噴
しす中は射
｀まるへ‘式
すと捨用の
°爆て済殺

あ
発なみ虫 き
しいだ剤 か
てでか鬱・
‘くら化 ん
思だと粧 に
わさい水
ぬいつの． 注
や°てあ

立

けど‘き
J思

........................ ・・・-・・・・・・・・・・・..... ·•......,...'......................................................................................,............、

医多 (4) ⑧ ② ①んぅ期よす りつと螢ででをがでく K 後
者少以分便かかん頭よまいよあ元はま°を< °長 こいく光き‘身らこ話なみ六 N
にで上あ通わ°かやくせらう＜気：ず元観休い またに灯る七に科の題るん。 H
み悲のりはり顔°か眠んいすびは：健気察み夏 よ れ興夏懐人月つ学番に番な三 K
せ不ょまいあ色だらりからはをつ康 化し明休 く て味休中工 lけ的組な組の 0教
て安うすかり‘るだま°すあしら で退てけみ い深み電衛九てなはっ II 科 l育
あがなかがま目そがすするりたつ す ここのが 什こ箇i まいの燈生月も知‘てと学七テ
げぁ点°でせのう熱かぐよまりと ° されおま
てるを すん色につ°寝うせ‘し姦せか子ぷ み察

すぶ学 (I) の分ら識中いし←霞レ
0 (I）習つ観におと学まては 0 ピ

くよ十かか‘し阿つなん妙てたてらさな し・ が．‘く測はりも生す ‘‘O^
だう分 °.0皮てく きこかにい く あ始んく あ＇ た生りのーとのに°中，1 -毎
さで注食ふいあまと°つまのげまの終 さ ＜活方仕だいの楽 学科の週
いし意欲、のまりすはかすおまる生わ けつ さに←方れう考し 生学-,月
°たしは色せま かあれか子しー活り ん結な←でもえみ の妬 N l 
らて＋はんせ °りた°さ よ承をま の ぶびど-,府）の方な 間強 H 金

•••••••••••••••••••••••••••••··.. •••.. ••••••••••·••·•••••••••.. •••••••••••••••.. •••••••••••• II •••••••••••••.. •••••••.. •••••••••••.. ••••••••••••••••·•••.. •••••••••• 

生けけもっょがく ④ ⑧ ② ① 子^ だレのッ→東の希てたに利
以るたあてくあだ以お人ん交かょきがやな次 さッ.....,ト N 京う望い番‘用ま
上こいりは話りさ上金なか友゜うちでりまに 0し い卜 N 係 H 都えのま組放した
のとこま学しまいのづど°関 ねんすつけ精‘ °係 H‘K千‘かす解送て‘
場でとし校合し°ょかい夜係 °とかばぐ神 の ぁ k まみ代 た°説時い N
合すはょのうた思ういま間に帰学゜なせ的 てみたん田 はこリ間た H
は゜‘う先こらいなはせ‘不宅校しがな 仕ミ 早んはな区 ‘の l‘ だ• K 
と芸頭°生と‘当点変ん呼審時へなつ面 目な、(/)内 十リフ内くで
く子ごいとでまたにわかひ互 間行 どいで 悟「 にの松科幸 五 1レ容かは
にさなち相すずる注り°出点はつのてす お科山学町 円フッなた‘
慎んしば談゜およ意ま しは いて くい° 申学中←二 切レトどがこ
重が侭んす場子うしせ にあ かい せま ししー央リノ 手ツををたの
に‘叱気る合さなてんくりがるはせ 込リ放 l二を卜発紹の番
：中りを必にんこみかるまででいん み 1送フ 同を行介た組
：学つつ要ょととて° 友せ すし か力； くフ局レ 封どししめを

゜

察

署
ー
ー
ー

3．概

“
 


